
誰もが一度は読んだことがある「モチモチの木」

この本の題名となり、豆太が名付けて呼んでいる

「モチモチの木」がこの「栃の木」だそうです。

本の中で豆太がこう言います。

「この木から落ちるピカピカの光る実

を粉にして餅に混ぜるとホッペタ

がおっこちるほどうまい」

豆太一押しの「とちもち」

と

ち
もち

この秋、ぜひ一度試してみたいと思います。

我孫子市立布佐小学校１５０周年
anniversary

第199号
PTA本部

令和４年９月号

家庭数　139世帯
児童数　184名

学校教員数　31名

ちいさい

みつけた !!
先日、小学校で行われた「校内夏休み作品展」

へ行ってきました。

夏休み、家族との想い出が目に浮かぶ作品。

暑い中、汗をかきながら頑張っただろう作品。

自分の興味を、とことん追求した作品。

子供達の無限の可能性を感じながら、楽しく拝

見させていただきました。みんな頑張りまし

たね！！その帰り道、校庭の隅っこで“栗”に

そっくりな木の実を見つけました。

栗に似ているけど、栗よりもコロコロ丸い。

栗に見えるけど、色も濃くてツヤツヤしてい

る。何よりの栗特有のイガイガが周りを見て

も見当たりません。

みなさん、何の実かご存知ですか？

この栗によく似たコロコロの実。「栃の実」だそうです。

縄文時代の昔から食べられてきたこの実、味は栗とは全く違い、アクが

強いため食べるためには非常に手間がかかるそう。

アク抜きの方法を調べてみましたが、天日乾燥に１ヶ月・さらに１ヶ月ほ

ど水にさらす。などかなりの時間がかかる上、何度も熱湯にかけたり・木

灰にまぶしたり、かなりの労力が必要に。

そこまで頑張ってアク抜きをしても、そのままでは食べられず他の材料

に混ぜ薄める調理をしないと食べられない ...

なんということでしょう。

とても気軽に食べてみたい！とは言えません。

“とちのみ”“とちのみ”

「モチモチの木」「モチモチの木」ののおもちおもち

現在、 PTA 本部は 10 月に行われる

「150 周年記念 ふさっ子まつり」に向けて毎日奮闘中！

感染症の影響で 2 年間開催できていなかった PTA バザーが、

形を変えてリニューアル予定です。楽しみにしていてください！


